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「稲沢市観光まちづくりビジョン（案）」 

パブリックコメントの実施結果について 
 

１ 募集期間    平成29年12月19日（火）から平成30年１月10日（水）まで 

２ 意見提出者数  ３人 

３ 意見件数    36件 

４ 提出されたご意見の要旨と市の考え方 

（ご意見は、文意等を損なわないように要約させていただいております。) 

○「第１章 はじめに」について 

 

○「第３章 重点アクションプラン」について 

№ 項目（掲載ページ） ご意見の要旨 市の考え方 

１ 稲沢市が目指す観光

（２ページ） 

稲沢市における観光まちづ

くりのテーマ（基本理念）「稲

沢の“光”をつなぐ観光まちづ

くり」の表現に疑問を感じる。

観光の文字から「光」が出てき

たと思われるが、稲沢と「光」

を結び付けるのは無理がある。

個人的な意見として「観光まち

づくり  甦る尾張の中心都市

“稲沢”」を提示するが、標語と

してもう少し考えるべきでは

ないか。 

本ビジョンでは、祭りやイベン

ト、自然の豊かさ、文化財、植木・

苗木をはじめとする地場産業等の

多様な地域資源、そしてそれらを

支えるヒトを稲沢市が持つ“光”

と位置付けています。稲沢市が目

指す「観光まちづくり」は、これ

らの一つ一つの光をつなげていく

ことで、人と人の出会いや交流を

生み出し、地域の活性化につなげ

ていくことです。この基本理念を

市民の皆様と共有し、地域で活躍

されている多様な人材を巻き込み

ながら協働で観光まちづくりに取

り組んでいきたいと考えておりま

す。 

№ 項目（掲載ページ） ご意見の要旨 市の考え方 

２ 重点アクションプラン

の意義について 

（８ページ） 

○観光協会の主な役割 

協会体力の分散を避けるた

めに重点施策を選定明示して、

行動目標を絞ることが必要で

はないか。 

本ビジョンの第４章でアクショ

ンプランを掲載していますが、こ

の取り組みの成果を稲沢市の活性

化につなげていくためには、観光

まちづくりの主役となる「ひとづ

くり」と推進主体となる「組織づ

くり」が何よりも重要と考えます。 
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また、観光まちづくりを推進す

るためには、人材の育成だけでな

く、継続的な事業展開に向けたさ

らなる人材の発掘や、各人材が

個々の分野で活躍するだけでな

く、有機的なネットワークを構築

し、相乗効果を高めていくことが

求められます。 

そのため、本ビジョンでは、観

光まちづくり推進体制の核として

「（仮称）いなざわ観光まちづくり

ラボの立ち上げと推進」を位置付

け、「ひとづくり」と「組織づくり」

を推進していくことを重点施策に

掲げたものです。 

３ 重点アクションプラン

「（仮称）いなざわ観光

まちづくりラボの立ち

上げと推進」 

（８・９ページ） 

観光まちづくり推進体制の

核と位置付けている「（仮称）

いなざわ観光まちづくりラボ」

の立ち上げに反対である。ラボ

の具体像が明確でないが、諮問

会議のような組織ならば、結局

「視野が狭くて声が大きい人」

が影響力を持つことになり、マ

イナス面が大きい。第４章のア

クションプランにある「観光協

会の強化」の一本に絞って、組

織を出来るだけ単純にしてお

くべきではないか。 

「（仮称）いなざわ観光まちづく 

ラボ」は諮問機関ではなく、観光

まちづくりを担う多様な人材が 

有機的につながり、着地型観光メ

ニューや新たな観光事業の推進を

図るための実践組織となります。

その運営主体となるのが観光協会

であるため、観光協会の強化につ

いても両輪で実施していくもので

す。 

４ アクションプラン検討

会議で協議されている

プロジェクト 

（10 ページ） 

○観光メニューの提案 

「稲沢まるごとイルミネー 

ション」 

よほど大規模に実施しない

限り、観光資源の域に達するの

は難しい。当面はローカルイベ

ントに留めておくのが無難。や

るなら「市民病院まるごとイル

ミ」など、思い切った話題性の

追求が必要ではないか（名鉄乗

「稲沢まるごとイルミネーショ

ン」は、市民、観光関係団体や機

関、事業者、ＮＰＯ等、地域で活

躍する多様な人材で構成される稲

沢市観光基本計画アクションプラ

ン検討会議のワークショップで発

案され、実施につなげようとして

いる市民が主体となったプロジェ

クトです。稲沢イルミネーション

事業は今年度からナイトマルシェ
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○「第４章 アクションプラン」について 

客からの景観が評判になるは

ず）。 

の試みを始めるなど、試行錯誤し

ながら企画・運営を進めています。 

今後、さらに多様な人材を巻き

込みながら事業の磨き上げを図

り、観光資源化に向けた道筋へと

つなげていければと考えておりま

す。 

№ 項目（掲載ページ） ご意見の要旨 市の考え方 

５ 基本方針１／ 

アクションプラン３：

観光協会の組織・機能

強化 

（12・13 ページ） 

○観光協会の強化策 

市役所本庁から少なくとも

３名以上の若手担当者を出向

させ、予算も大幅に増額すべ

き。 

観光協会の強化策につては、第

４章の基本方針１／アクションプ

ラン３「観光協会の組織・機能強

化」の中で主な取り組みと共に記

載しています。いただいたご意見

は、観光協会の組織・機能強化に

向けた今後の検討の中で参考にさ

せていただきます。 

６ 基本方針１／ 

アクションプラン４：

観光受入態勢（おもて

なし環境・おもてなし

態勢）の整備 

（13・14 ページ） 

○観光協会の主な役割 

ガイド体制の確立に向けて、 

「観光資源の洗い出しと関係

者間での認識共有」「観光メ 

ニューの作成」「メニュー推進

に必要なガイド要員の養成」を

進めていく必要があると考え

る。 

本ビジョンでは、観光協会の役

割を稲沢市における観光まちづく

りの実施主体として、「（仮称）い

なざわ観光まちづくりラボ」の中

心的な役割を担う存在と位置付け

ています。観光受入態勢（おもて

なし環境・おもてなし態勢）の整

備に当たっては、ガイド体制の確

立が不可欠と考えておりますの

で、ラボの取り組みを通じて施策

を展開していきたいと考えます。 

７ 基本方針１／ 

アクションプラン４：

観光受入態勢（おもて

なし環境・おもてなし

態勢）の整備 

（13・14 ページ） 

○観光協会の主な役割 

市内全域の主要寺院をトー

タル的にガイド出来る要員の

養成が急務と考える。「ふるさ

とガイドの会」は地区別に編成

されているため、複数地区の寺

院をトータル的にガイド出来

る会員は極端に限定的である

（機動的・トータル的なガイド

観光人材の育成に向けては、観

光協会の主催により稲沢市の歴史

や文化、ガイドとしての心得等を

学ぶ観光ボランティアガイド育成

講座を継続的に開催するほか、 

各寺院や関係団体等とも連携を図

りながら、裾野の拡大に努めてい

きたいと考えます。 
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が出来ない。）。「ふるさとガイ

ドの会」メンバーを含めて、ま

ずは５〜６名の寺院ガイドの

要員を募集・養成し、その後、

徐々にメンバーの拡大を図っ

てはどうか。メンバーは全て、

観光協会直轄として機動性を

高め、養成は生涯学習課を中心

とし、寺院協議会等の協力を求

める。 

８ 基本方針１／ 

アクションプラン４：

観光受入態勢（おもて

なし環境・おもてなし

態勢）の整備 

（13・14 ページ） 

○観光協会の主な役割 

ガイド要員の養成は急務と

考える（要員募集に半年→要員

教育に１年半→実戦投入は平

成 31 年度初頭）。 

本ビジョンでは、「観光ボラン 

ティアガイドの育成及び主体的な

活動の支援」について、観光協会

が短期（１～３年）に取り組むべ

き事項として位置付けています。 

９ 基本方針１／ 

アクションプラン４：

観光受入態勢（おもて

なし環境・おもてなし

態勢）の整備 

（13・14 ページ） 

基本方針２／ 

アクションプラン３：

武将観光の推進 

（18 ページ） 

○観光協会の主な役割 

武将所縁地をガイド出来る

要員を募集してはどうか。市内

の武将所縁地は石碑程度しか

ないため、講談的な話の出来る

歴史好きな市民を募集して要

員とする。 

本ビジョンでは、基本戦略とし

て「稲沢市の魅力を最大限に活用

し、モノ単体だけではなくその背

景にある“歴史的背景”や“こだ

わり”を付与し、地域交流を生み

出す」ことを位置付けています。 

石碑があるだけの場所でも、ガ

イドが歴史や由来を説明すること

で、その場所の魅力が高まり、人

を通じた繋がりも生まれるものと

考えます。そのため、ガイド要員

の育成は本ビジョンにおいて不可

欠の取組であると考え、観光協会

を中心に取り組むべき事項として

位置付けています。 

10 基本方針１／ 

アクションプラン４：

観光受入態勢（おもて

なし環境・おもてなし

態勢）の整備 

（13・14 ページ） 

基本方針２／ 

○観光協会の主な役割 

市内の武将所縁地などに案

内板等を設置。インスタ映えを

意識する必要があるため、出来

れば銅像が望ましい。 

「武将観光の推進」については、

第４章の基本方針２／アクション

プラン３の中で主な取り組みと共

に観光協会の役割を掲載していま

す。 
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アクションプラン３：

武将観光の推進 

（18 ページ） 

11 基本方針１／ 

アクションプラン５：

外国人観光客の受け入

れ体制の整備 

（14・15 ページ） 

基本方針３／ 

アクションプラン３：

観光施設の安全確保と

利便性の向上 

（30 ページ） 

アクションプラン７：

イベント・コンベン 

ションの誘致 

（33 ページ） 

アクションプラン８：

国際姉妹友好都市との

交流による外国人観光

客の誘致 

（33・34 ページ） 

社会インフラ面はともかく、

稲沢の観光で外国人対策や外

貨獲得などについての施策は

当面不要ではないか。 

本ビジョンでは、成果指標とし

て年間観光入込客数を掲げてお

り、現状の「253.6 万人」から 2027

（平成 39）年には「500 万人」へ

と倍増させることを目標としてい

ます。  

この目標値を達成するために

は、稲沢市の魅力のさらなる掘り

起こしと国内外から多様な誘客を

図る取り組みが不可欠と考えま

す。まずは国内をターゲットとし

た観光施策を前提としながら、

国・県が重点戦略として掲げるイ

ンバウンドの流れも当然無視でき

るものではないことから、本市と

してもアクションプランの中で位

置付けたものです。 

12 基本方針２／ 

アクションプラン１：

地域資源の活用と新た

な観光資源の発掘 

（16・17 ページ） 

主な取り組みとして「国府宮

はだか祭体験参加プログラム

の検討」とあるが、市民、特に

町内会の負担が大きくなるこ

とが危惧される。 

「国府宮はだか祭体験参加プロ

グラムの検討」に当たっては、地

域の協力が不可欠と考えておりま

す。検討に当たっては、市民の皆

様のご意見も伺いながら進めてま

いります。 
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13 基本方針２／ 

アクションプラン１：

地域資源の活用と新た

な観光資源の発掘 

（16・17 ページ） 

アクションプラン２：

観光ルートの創造・ス

トーリーづくり 

（17・18 ページ） 

○観光メニューの提案 

「歴史的資産」 

国衙址・赤染衛門歌碑、中高

記念館などの歴史的資産は、現

状個別では観光資源とは言え

ず、国府宮観光の一環としての

活用を考えるべき。また、尾張

国分寺跡はもう少し整備が進

まないと、現状での活用は無

理。 

尾張国衙址・赤染衛門歌碑、中

高記念館などの歴史的資産は稲沢

市が有する貴重な資源であると認

識しています。 

14 基本方針２／ 

アクションプラン１：

地域資源の活用と新た

な観光資源の発掘 

（16・17 ページ） 

アクションプラン２：

観光ルートの創造・ス

トーリーづくり 

（17・18 ページ） 

アクションプラン３：

武将観光の推進 

（18 ページ） 

○観光メニューの提案 

「武将ゆかりの地」 

浅野長勝、増田長盛、長束正

家などのゆかりの地には石碑

があるのみで、現状では観光地

としての活用は難しいが、ガイ

ドに歴史好きを起用できれば、

その組合せで活用の幅が広が

る。ただし、前提として、石碑

所在地の整備が必要（インスタ

映えを意識した案内板の設置

など＝銅像が欲しい）。さらに、

清洲城・総見院（織田信長）や

法蔵寺・蓮華寺（蜂須賀小六）、

菊泉院（福島正則）などと連携

すれば、かなり有望な観光資源

となる。 

本ビジョンでは、基本戦略とし

て「稲沢市の魅力を最大限に活用

し、モノ単体だけではなくその背

景にある“歴史的背景”や“こだ

わり”を付与し、地域交流を生み

出す」ことを位置付けています。

石碑があるだけの場所でも、そこ

でガイドが歴史や由来を説明する

ことで、その場所の魅力を高め、

人を通じたつながりも生まれるも

のと考えます。そのため、ガイド

要員の育成は本ビジョンにおいて

不可欠の取組であると考え、観光

協会を中心に取り組むべき事項と

して位置付けています。 

いただいたご意見は、今後の観光

施設の整備及び武将観光メニュー

づくりの参考とさせていただきま

す。 

15 基本方針２／ 

アクションプラン１：

地域資源の活用と新た

な観光資源の発掘 

（16・17 ページ） 

アクションプラン２：

観光ルートの創造・ス

トーリーづくり 

○観光メニューの提案 

「産業資源の活用」 

三菱エレベーター、明治乳

業、三井物流倉庫、豊田合成な

どは、工場見学の定番コースと

して活用できる（市内企業の調

査が必要）。 

産業資源の活用については、第

４章の基本方針２／アクションプ

ラン４「産業観光の推進」の中で

具体的に取り組んでまいります。 
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（17・18 ページ） 

アクションプラン４：

産業観光の推進 

（19 ページ） 

16 基本方針２／ 

アクションプラン１：

地域資源の活用と新た

な観光資源の発掘 

（16・17 ページ） 

アクションプラン２：

観光ルートの創造・ス

トーリーづくり 

（17・18 ページ） 

アクションプラン５： 

周辺地域との広域連携

の推進による誘客促進 

（20・21 ページ） 

○観光メニューの提案 

「地理的観光資源」 

美濃路・岐阜街道・八神街

道・巡見街道などは、現状から

見て観光資源としての活用は

難しい。遠い将来の稲葉宿整備

に期待したい。 

本ビジョンでは、「様々な地域資

源を掘り起こし、これらを活用し、

つなぎ、磨き上げることによって、

年間を通じて稲沢市の魅力を体験

できる着地型観光メニューを造成

していくこと」、そして「メニュー

の造成に当たっては、各地域資源

の歴史的背景やこだわりを“ヒト”

との交流により伝えていくこと

で、新たな付加価値を生み出し、

満足度の向上を目指していくこ

と」を第４章の基本方針２／アク

ションプラン１「地域資源の活用

と新たな観光資源の発掘」の中で

位置付けています。 

美濃路を始めとする街道の活用

方法につきましては、他自治体と

の連携も含め、様々な視点から検

討してまいりたいと考えます。 

17 基本方針２／ 

アクションプラン１：

地域資源の活用と新た

な観光資源の発掘 

（16・17 ページ） 

アクションプラン２：

観光ルートの創造・ス

トーリーづくり 

（17・18 ページ） 

アクションプラン６：

寺社との連携強化によ

る文化財の活用 

（20・21 ページ） 

○観光メニューの提案 

「重要文化財の仏像を持つ寺

院めぐり」 

安楽寺（奥田・船橋）、法華

寺、国分寺、無量光院、長光寺、

亀翁寺の７か寺を巡る、いわば

稲沢の定番コース、稲沢観光の

核を作ってはどうか。 

① このうち、３か寺程度を組

み合わせてコースを組み、名

古屋・一宮の両市を中心に 

ＰＲすれば、必ず一定以上の

成果が見込める。ただし、 

コースを通じて同じガイド

今後の観光メニュー及びルート

づくりの参考とさせていただきま

す。 
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が水準以上のレベルで解説

出来るようにしなければ、長

期の安定的な観光として育

たない。 

② 上記７か寺の補完寺院とし

て、常楽寺、慈眼寺、禅源寺、

長暦寺、善応寺、萬徳寺、青

宮寺、観音寺などを組み合わ

せたコースを作る。 

③ 長光寺を核とした尾張鉄地

蔵巡り（近隣自治体との連携

必要）は有望。 

18 基本方針２／ 

アクションプラン１：

地域資源の活用と新た

な観光資源の発掘 

（16・17 ページ） 

アクションプラン２：

観光ルートの創造・ス

トーリーづくり 

（17・18 ページ） 

アクションプラン６： 

寺社との連携強化によ

る文化財の活用 

（20・21 ページ） 

○観光メニューの提案 

「文化財や歴史などを活用し

て、寺院全体を総合的に見せる

コースを作る」 

萬徳寺、性海寺、禅源寺など

が対象となるが、従来、特定時

期以外はいずれも公開に消極

的な寺院であり、各寺院との協

議が必要である。 

 

 

 

今後の観光メニュー及びルート

づくりの参考とさせていただきま

す。 

また、文化財の活用に向けて、

寺社との連携にも努めてまいりま

す。 

19 基本方針２／ 

アクションプラン１：

地域資源の活用と新た

な観光資源の発掘 

（16・17 ページ） 

アクションプラン２：

観光ルートの創造・ス

トーリーづくり 

（17・18 ページ） 

アクションプラン６： 

寺社との連携強化によ

○観光メニューの提案 

「現在、既に集客力のある寺院

について」 

矢合観音、善光寺東海別院、

円光禅寺、国分寺、長福寺など

は既に集客力があり、新たに観

光コースを設定する時に起

点・終点として活用できる。 

矢合観音、善光寺東海別院、国

分寺などは、現状においても「お

すすめ観光コース」の起点・終点

として活用しており、稲沢観光ガ

イドマップ等で来訪者の皆様にご

紹介しているところです。 

今後も稲沢市に来訪される皆様

に地域の魅力を感じていただける

観光メニュー・ルートづくりに努

めてまいります。 
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る文化財の活用 

（20・21 ページ） 

20 基本方針２／ 

アクションプラン１：

地域資源の活用と新た

な観光資源の発掘 

（16・17 ページ） 

アクションプラン２：

観光ルートの創造・ス

トーリーづくり 

（17・18 ページ） 

アクションプラン６： 

寺社との連携強化によ

る文化財の活用 

（20・21 ページ） 

○観光メニューの提案 

「観光潜在力があると思われ

る寺院について」 

① あまり知られていないが、

康勝寺は織田家ゆかりの寺

として、また満蔵院には珍し

い剣法秘伝書、山岡鉄舟書や

無指定ではあるが當麻曼荼

羅などがあり、活用可能と思

われる（同寺近在の伊東家に

は尾張藩の軍旗などもあ

る。）。 

② 祖父江七福神関係寺院：善

光寺を除く苅萱堂や地泉院

などは、観光資源として活用

できると思われる（既にある

程度の集客力もある。）。 

尾張七福神巡りは多くの方に 

お越しいただいている人気の高い

コースとなっております。本市に

おきましても、観光協会主催のモ

ニターバスツアー等で活用してい

るほか、市内外へのＰＲも積極的

に行っているところです。 

その他いただいたご意見は、今

後の観光メニュー・ルートづくり

の参考とさせていただきます。 

21 基本方針２／ 

アクションプラン１：

地域資源の活用と新た

な観光資源の発掘 

（16・17 ページ） 

アクションプラン２：

観光ルートの創造・ス

トーリーづくり 

（17・18 ページ） 

アクションプラン６： 

寺社との連携強化によ

る文化財の活用 

（20・21 ページ） 

○観光メニューの提案 

「寺院を活用した観光メニュー

（例）」 

禅宗系寺院の涅槃図を活用

して、毎年の釈迦入滅日に合わ

せて２か寺程度で同時に涅槃

図の絵解き会を行う（絵解きが

出来るガイドが必要だが、ＰＲ

次第で有望。同じ発想で花まつ

り等も実施可能）。 

今後の観光メニュー・ルートづ

くりの参考とさせていただきま

す。 
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22 基本方針２／ 

アクションプラン１：

地域資源の活用と新た

な観光資源の発掘 

（16・17 ページ） 

アクションプラン７：

サリオパーク祖父江を

核とした体験型観光の

推進 

（21・22 ページ） 

○観光メニューの提案 

「自然環境」 

サリオパーク祖父江の活用

は基本計画（案）に賛成。植木

センターの梅まつりは本数が

少なすぎる。稲沢公園に花が咲

く樹木を集中植樹して資源化。 

今後の観光施設整備及び観光メ

ニューづくりの参考とさせていた

だきます。 

23 基本方針２／ 

アクションプラン１：

地域資源の活用と新た

な観光資源の発掘 

（16・17 ページ） 

アクションプラン２：

観光ルートの創造・ス

トーリーづくり 

（17・18 ページ） 

アクションプラン８： 

“農“を活用した体験

型観光メニューの造成 

（22・23 ページ） 

○観光メニューの提案 

「掘り起こし可能と思われる 

観光資源」 

① 矢合・石仏33観音巡り：矢

合周辺に点在する33観音を

対象にした散策コース（観音

様の名前、順番、道順等の案

内板整備で、矢合観音・国分

寺を起点・終点とするコー

ス。散策コースとしては絶

好。） 

② 昔ばなしをたずねる：昔ば

なし所縁地を訪ねるコース

を設定。 

③ 体験コースの例：特産を利

用した、植木剪定・盆栽作

り・銀杏収穫・その他農業体

験や、茅の輪作りなど（裸祭

り活用も考えられる。） 

④ 一宮に負けない喫茶店文

化の活用：モーニングマップ

の稲沢版の作成。 

⑤ 市内古城址探索：マニアッ

クな人向けコース（ふるさと

ガイドの会が詳しい。） 

本ビジョンでは、「様々な地域資

源を掘り起こし、これらを活用し、

つなぎ、磨き上げることによって、

年間を通じて稲沢市の魅力を体験

できる着地型観光メニューを造成

していくこと」、そして「メニュー

の造成に当たっては、各地域資源

の歴史的背景やこだわりを“ヒト”

との交流により伝えていくこと

で、新たな付加価値を生み出し、

満足度の向上を目指していくこ

と」を第４章の基本方針２／アク

ションプラン１「地域資源の活用

と新たな観光資源の発掘」の中で

位置付けています。 

いただいたご意見は、今後の観

光メニュー・ルートづくりの参考

とさせていただきます。 
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24 基本方針２／ 

アクションプラン１：

地域資源の活用と新た

な観光資源の発掘 

（16・17 ページ） 

アクションプラン 11：

四季の地域資源を活用

したまつり・イベント

の開催 

（25 ページ） 

○観光メニューの提案 

「ローカルイベントの活用（既

存大規模イベントは従来どお

り活用）」 

こがし祭りや、虫送り、秋葉

火祭り、地蔵盆、御武射まつり

等を組織的にＰＲすれば、 

ローカル的な面白さで可能性

がある。 

稲沢市の伝統的な祭りは、市内

外に誇れる大切な地域資源だと認

識しています。いただいたご意見

を踏まえ、今後の活用方策を検討

するに当たり参考とさせていただ

きます。 

25 基本方針２／ 

アクションプラン６：

寺社との連携強化によ

る文化財の活用 

（20・21 ページ） 

○観光協会の主な役割 

「各寺院とのネットワーク強

化」 

寺院により協力度に温度差

があるため、認識共有に努める

必要がある。 

第４章の基本方針２／アクショ

ンプラン６「寺社との連携強化に

よる文化財の活用」の中で取り組

んでまいります。 

26 基本方針２／ 

アクションプラン 10：

荻須記念美術館の魅力

向上 

（24 ページ） 

 

事業概要の中に 「稲沢市が

輩出した荻須高徳画伯を顕彰

する記念館をシンボルとして

芸術文化の振興を図ります」と

あるが、「記念館」の中には文

学館なども含まれるので、「美

術館」と明確に表記すべきと考

える。 

ご意見を踏まえ、該当箇所の表

記を「美術館」に修正いたします。 

27 基本方針２／ 

アクションプラン 11：

四季の地域資源を活用

したまつり・イベント

の開催 

（25 ページ） 

「国府宮はだか祭」が主な取

り組みとして挙げられている

が、私の町内会では本厄者によ

る祭り参加が減少してきてお

り、事前準備にも支障を来たす

こととなっている。祭りの中心

的な参加者は、働き盛りの若者

ないし中高年までであると思

われるが、開催日である旧暦１

月13日は必ずしも休日ではな

く、はだか祭に熱烈に参加しよ

うとする者以外は参加に消極

稲沢市が取り組む観光まちづく

りは、観光を活用して地域の課題

解決を図り、活性化につなげてい

くことが趣旨となります。伝統的

な祭りの継承も地域が抱える一つ

の課題と考えますので、観光を活

用して明るい道筋が開けるよう、

地域の皆様と共に考えて行ければ

と考えます。 
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的である。政府が進めようとし

ている「働き方改革」とも関連

するが、長時間労働を認める安

倍政権の「働き方改革」ではな

く、健康で安心して働ける環境

づくりが求められていると考

える。 

28 基本方針３／ 

アクションプラン１：

観光資源の価値と理解

を深めるプロモーショ

ンの強化 

（27・28 ページ） 

 

○観光協会の主な役割 

重点目標次第だが、文化財を

中心に考えた場合、一宮市や名

古屋市へのＰＲは効果的（文化

財への関心が高い）だと考え

る。ＳＮＳの効果的な活用は必

須ではないか。 

ＳＮＳの活用については、第４

章の基本方針３／アクションプラ

ン１「観光資源の価値と理解を深

めるプロモーションの強化」の中

で主な取り組みと共に観光協会の

役割を位置付けています。 

今後、社会潮流の変化の中で、

様々な媒体が活用されていくこと

が想定されますので、単に情報を

発信するだけでなく、誰に届けた

いかを明確にした上で、そのター

ゲットの活動を誘発する戦略的な

観光プロモーションが求められて

いると認識しています。 

29 基本方針３／ 

アクションプラン３： 

観光施設の安全確保と

利便性の向上 

（30 ページ） 

アクションプラン５：

トイレ、休憩所、駐車

場の整備及び案内 

（31・32 ページ） 

○観光協会の主な役割 

駐車場・トイレ等、現場環境

の再調査（一覧化）と整備促進

が必要ではないか。 

駐車場・トイレ等、現場環境の

再調査（一覧化）と整備促進につ

いては、第４章の基本方針３／ア

クションプラン５「トイレ、休憩

所、駐車場の整備及び案内」の中

で取り組んでまいります。 

30 基本方針３／ 

アクションプラン４：

交通アクセスの充実・

活用 

（31 ページ） 

「コミュニティバスなどの

公共交通機関…の活用などを

検討」としているが、稲沢中央

線以外の路線のコミュニティ

バスの休日運行を祭り・イベン

トの開催時以外でもぜひ実現

してほしい。 

祭り・イベント会場への交通ア

クセスについては、会場周辺に臨

時駐車場を設置するほか、臨時 

シャトルバスの運行により現状対

応しているところです。 

いただいたご意見も参考にしな

がら検討してまいります。 
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○「資料編」について 

 

○その他 

31 基本方針３／ 

アクションプラン７：

イベント・コンベン 

ションの誘致 

（33 ページ） 

 

○観光メニューの提案 

「スポーツの活用」 

当面はボウリング程度だが、

バスケットボールや女子ソフ

トボール・サッカー等のプロス

ポーツを誘致すべき。 

今後の観光メニューづくりの参

考とさせていただきます。 

№ 項目（掲載ページ） ご意見の要旨 市の考え方 

32 稲沢市の観光の現状把

握に関する資料／ 

市外居住者における市

内観光地・イベントに

対する関心度 

（45 ページ） 

観光まちづくりへの参

加意欲について 

（48 ページ） 

「国府宮はだか祭」に対して

28.4％の人が「興味がある」と

しており、観光まちづくりへの

参加意欲についても、８割近く

の人が何らかの形で「協力した

い」としているが、48ページに

ある＜観光まちづくりに対す

る市民意見＞を見ると、「子育

て環境の整備」が前提であった

り、「若者の意見をもっと聞い

てほしい」との要望、「観光地

でなく、市民が誇りをもって住

める町にすべきだ」とする意見

もある。稲沢市の観光は、まつ

り・イベントの開催のみに矮小

化してはならないと考える。 

ご意見のとおり、稲沢市が今後

「観光まちづくり」を進めていく

上では、祭りやイベントの開催の

みに終始するのではなく、市内外

の方々が稲沢市の魅力を体感でき

る観光メニューや市民が稲沢市に

対して誇りや愛着を感じることが

できる取り組みが重要だと考えま

す。 

№ 項目（掲載ページ） ご意見の要旨 市の考え方 

33 全体的な表現について 計画の性質上、文書量が膨大

になるため、理解を容易にする

ための全体図が必要ではない

か。 

計画書の概要版を作成し、その

中で計画の全体イメージ図をお示

しする予定です。概要版の作成に

当たっては、稲沢市が今後進めて

いく「観光まちづくり」を地域の

皆様にお伝えし、理解を深めてい

ただけるようデザインやレイアウ

トにも配慮してまいりたいと考え

ます。 
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34 全体的な表現について 後日の指摘を恐れて全ての

項目を漏れなく記載しようと

したため、総花的になってい

る。重要事項とそうでない事項

が混在して焦点がぼやけて見

える。 

観光まちづくりは、観光を通じ

てまちづくりに関わる様々な課題

の解決を図り、地域の魅力の再発

掘や再発見を図るものです。その

ため、多岐にわたる施策を掲載し

ていますが、特に重点的に取り組

む施策については、重点アクショ

ンプランとして第３章に掲載して

います。 

35 全体的な表現について 抽象的な表現が多く、実現性

が疑われる。抽象的な表現ばか

りだと、単なるお題目に過ぎず

検証も出来ない。この手の計画

書の典型で、責任逃れに見えて

しまう（新組織で検討する意味

か？）。 

本ビジョンで掲載するアクショ

ンプランは、行政や観光協会だけ

ではなく、市民・地域・民間も主

体となって実行していくもので

す。ただし、各主体がバラバラの

方向を向いて取り組んでいては、

せっかくの計画も絵に描いた餅に

なってしまいかねません。各主体

が同じ方向を向き、目標の達成に

向けて協働で取り組んでいくこと

が重要と考え、そのための媒体と

なる組織として「（仮称）いなざわ

観光まちづくりラボ」を来年度立

ち上げるものです。このラボの取

り組みを推進する中で、具体的な

観光事業の企画立案と実践を積み

重ねていきたいと考えます。 

36 計画中の用語について 「シビックプライド」や「ラ

ボ」等、一般市民には理解が難

しいカタカナ語は極力使用を

避けるべきではないか。 

資料編に用語説明を掲載するこ

とで、市民の皆様に理解していた

だけるよう、配慮に努めてまいり

ます。 


